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２人のフランシスコの想いが込められた 
「すべてのいのちを守るための月間」 

たけ神父（宮内 毅） 

 毎年９月１日から 10 月４日までの時期は、「被造物の季節(Season of 

Creation）」と呼ばれ、世界中のキリスト教の教会で大切にされています。日本

のカトリック教会では、2019年の教皇来日をきっかけに、この時期を「すべて

のいのちを守るための月間」として大事にしてきました。 

 今年も「すべてのいのちを守るための月間」がもうすぐ始まります。この時

期に私たちは、２人のフランシスコの精神を思い起こす必要があるのではない

でしょうか。 

 １人目のフランシスコは、今年没後 800年を迎えるアッシジの聖フランシス

コです。彼は、鳥たちに説教をし、狼を回心させたという伝説が残っているほ

ど、あらゆる命ある存在を大切にした人でした。また、彼が作った詩「太陽の

賛歌」の中では、太陽や風や火が「兄弟」と呼ばれ、月や水や大地が「姉妹」

と呼ばれています。このように聖フランシスコは、神さまが造られたすべての

存在を自分の兄弟姉妹として愛したのです。 

 その精神は、約 800 年後に登場したもう１人のフランシスコによって引き継

がれます。教皇フランシスコは、2015年に「ラウダート・シ―ともに暮らす家

を大切に」という文書を発表しました。この「ラウダート・シ」という題名

は、聖フランシスコの「太陽の賛歌」の冒頭の言葉です。そしてこの文書の中

で教皇フランシスコは、神が造られたすべての存在はつながっていること、私

たち人間がそのつながりに危機をもたらしていることを指摘し、「ともに暮らす

家」である地球を大切にするために私たちが回心するよう呼びかけられたので

す。 

 残念ながら現在の世界は、２人のフランシスコの精神から遠く離れてしまっ

ています。「すべてのいのちを守るための月間」にあたって２人のフランシスコ

の想いをもう一度受け止め、彼らの想いを引き継いでいくために何が自分にで

きるかを祈りのうちに考えたいと思います。 
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2026 年 ９月度 教会委員会報告 
2026 年 8 月 9 日 

 

〇 出席者：宮内神父、委員長、副委員長、財務、典礼、コミュＢ、宣教、コミュＣ、 

一粒会、広報、(総務・コミュＡ、中高大青、福祉、SPC）、副委員長 

 

□ 宮内神父様のお話し 提案事項など 

報告事項  別紙 ②－１ 

１．司祭館２階のプライバシー・セキュリティ向上のため、司祭館２階入口の引き戸は

原則施錠。 

２．今年度から、「横浜教区聴覚障害者の会」担当司祭に任命された。 

３．横浜教区青少年委員会(保久神父)より、９/26(土)青少年委員会主催の青年企画を

片瀬教会で開催。(窓口：中高大青会) 

４．聖心の布教姉妹会(Sr.青木)から連絡 

10/５(月)14 時 同会と関わりのあるベナン(西アフリカ)の司教様が片瀬教会来訪

(巡礼）。司教ほかシスター４名来訪予定。 

５．聖テレジア病院・オラトリオでの月例ミサを８/26(水)から再開 

原則：第４水曜日の 14:30～ 司式担当司祭：宮内神父 

 

提案事項 

１． 司祭館２階の FAX(別回線）→２階は現在使用していないので１階 FAXのみとする。

２階は解約。 

２，司祭館２階のケーブル TV の契約内容について→契約内容を見直す。 

【追加】司祭館ドアフォン（２台）について→呼び鈴は撤去。カメラ付き呼び鈴のみと

する。 

 

別紙②―２参照 

３．司祭館のセコムは現状使用していない為、契約解除。 

４．シャルトル聖パウロ修道女会 Sr.大橋のお話会(案)について 

・９/27(日)から第４日曜日ミサ後、11 時 15 分～11 時 45 分。初回は、司祭館１階・

応接間で行う。 

□ 全体の報告および連絡事項 

1. 日本カトリック平和旬間(８月６日～８月 15 日) 

平和旬間中、ミサの中で「アッシジの聖フランシスコの平和を願う祈り」を唱える。

(「お知らせ」後) 

実施日： ８/７ ・８/９ ・ ８/14 ・８/15 

 

2. ８月 15 日(木) 聖母の被昇天ミサ及び『平和の祭り』について 

  １）４時 30 分 聖堂にてミサ。司祭退堂時、司祭に続き会衆も退堂し、外のマリ

ア像前へ移動。その場で「アヴェ・マリアの祈り」を唱える。 

  ２）５時 40 分～ 平和の祭り 信徒会館１Ｆから前庭で実施予定。 

実行委員会にて祭り内容計画中。食事準備はコミュニティＡ担当。 

 ※荒天時は３日前(８/12 正午)に委員長と主任司祭で相談・決定。 

中止の場合→決定次第、連絡網を回す。チケットは払い戻し。ミサに関しては８

/14 朝に相談・連絡。 
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3. ９月 20 日(日)敬老の日の祝いに関して 

80 歳以上の方にお祝いのカード(宮内神父のメッセージ）、兼当日の招待状(往復ハ

ガキ)を総務部で送付。パーティ、食事、その他に関してはコミュニティＢが担当。 

報告 

1. 防災関係 避難経路現場確認 出席者 宮内神父他５名参加 別紙①参照 

今後は委員会メンバーでの確認、防災ガイドライン策定・訓練計画・防災プロジェク

ト立ち上げを推進。 

2・3、司祭館２階の洗面所及びトイレの改修工事完了。司祭館１階冷蔵庫故障の為買い

替え。 

□各部からの報告(部会の有様、今考えていることについても報告してください) 

１．財務部 

・教区より来年度予算の提出依頼あり。各部は次年度予算について９月中にメールで

提出。節約の徹底。 

 

２．総務部 

・ 敬老祝いおよび平和の祭りの準備→準備の際に、司祭館ＰＣおよびプリンター買い

替えの必要性を強く感じた。  

・ 司祭館１階事務所、応接間カーテン洗濯、福祉団体夏合宿を控えてガスストーブ片

付け、庭ホース修繕。 

・ゴキブリ駆除剤(設置型)購入→香部屋、司祭館、建物外に設置。(ゴミと間違わない

ようお願いします) 

※今後の予定 

・８/９(日)手渡しできなかった敬老祝いの案内状を郵送。返信(９/１締切)、出欠のチ

ェック→出席者名簿作成。 

・司祭館事務所の信徒会館使用管理表スケジュールボードを新調予定。 

 

３．典礼部 別紙③参照 

・「子どもの侍者奉仕は初聖体を終えていることを原則とする。」 

・子どもの侍者勉強会は現段階では実施の予定なし。必要があれば対応する。 

 

４．宣教司牧部 

・ペットの祝福：10/３(土) 16 時～ 司式は宣教司牧・担当者(予定) 

・10 月の教会訪問予定 

９日 片瀬市民センターの企画 歴史散歩 30 名ほど。10 時 30 分以降訪問。 

19 日又は 20 日 聖公会の信者が 15～6名訪問予定 

22 日 藤沢南図書館企画 2～30 名の訪問予定 

・訪問者スタンプ作成(寄付）。 

・７/26 サポートチーム神奈川の入門講座養成コース修了者と宣教司牧代表者と神父で

ＭＴ。 

・次回９/６  11 時 30 分～講座準備会ＭＴを予定。 

 

５．福祉部  

 あらゆる依存症の更生を推進している団体の合宿は概ね終了した。最後の団体は８

月 19 日から 21 日。 

 熊本地震の募金について。(福祉部が窓口) 

・ ベネズエラの募金は次回で終了。 
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６．教会学校 

・第五地区・雪ノ下・逗子教会学校サマーキャンプ報告 

８月６日～８日清泉女学院にて実施。子ども 40 名大人 20 名、総勢約 60 名参加。 

片瀬から小学生５名中学生１名、リーダーとして、保護者２名とリーダー２名、たけ

神父(１日目のみ)参加。 

 

７．中高大青会 

＊堅信式日程を典礼と神父と検討 

・第１希望日 2027 年 11 月 21 日(日)王であるキリスト  

・第２希望日 2027 年 11 月 28 日(日)待降節第１主日 

・第３希望日 2027 年 12 月５日(日)待降節第２主日 以上を候補日として選出。 

＊該当者が１人増え、中高生の堅信希望者６名となった。 

＊７月 26 日(日)  たけ神父との交流会を行った。 

 

８．一粒会 

●横浜教区一粒会本部より、第 58 回一粒会大会の案内が届いた。 

 ・日時: 2026/11/３(火) 13:00〜16:10 ・場所：カトリック都筑教会 ・大会プロ

グラムは別紙参照。 

◎ 参加者は、事前のアンケートで 記載した人数を越えない範囲で参加可。 

(片瀬は、子ども５人・大人 12 人まで。駐車場２台分) 参加〆切 ９/25(金)。 

● 11/23(月) ザビエル祭 日本カトリック神学院にて。 

● 『祈りのリレー』 

  ８月第一日曜日ミサより、新しい祈り文で開始する。 

  11 月は担当月のため､毎週ミサで祈る。 

 

９．市内キリスト教連絡会  

 ・８/８(土) 平和のための合同祈祷会を実施。 

 

10.広報 

・８月 30 日発行予定  原稿８月 21 日締めきり。 

 

11．営繕及び営繕プロジェクト 

・７/28 信徒会館雨漏り調査。業者(株)ミスノによる現場調査実施・見積作成依頼。 

立ち合い(田村、池尾、藤本、奥田) 

・８/３見積もりを受領。相見積先を検討中。 

 

12．修道会から 

  ・特になし。 

 

13. コミュニティ 

Ａ代表(奥田）：平和の祭りの購入物品は購入済み。 

Ｂ代表(田村由・相澤雅代理)：人数確定次第、敬老の祝い準備開始予定。 

Ｃ代表(持田)：特になし。 

 

14.その他 
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・昨年行った聖テレジア病院病棟でのクリスマスのキャロリングを今年も同様時期に

実施予定。 

・防火設備点検を業者へ依頼。８ /18 以降の火曜又は木曜で実施予定。      

立ち合い：防火管理者。 

□ 検討・討議事項 

1. 教会事務室の電話対応について 

常駐化を目指し当番制を検討・枠埋め中。委員会内で決まらない場合は信徒全体へ

募集。 

AM：10 時～13 時 PM：13 時～16 時 

  月曜 AM:福田さん PM：（     ）  火曜 AM：（     ） PM：（     ） 

  水曜 AM: 田川さん他  PM:（     ）木曜 AM、PM とも宣教司牧で担当 

  金曜 AM、PM とも典礼の方々がいらっしゃるので現状は係を設けなくても大丈夫で

ある。 

 

２． 聖堂オルガンの不具合について別紙参照  ＊次回持越し。 

 

３． 教会バザー 

  １）昨年同様、フリーマーケット形式、コミュニティ主体で実施。 

  ２）日時：11 月８日(日) 11 時～14 時。 

  ３）ミサは、通常通り８時と 10 時。 

  ４）実行委員会を立ち上げ実行委員長が指揮をとる。 

                                                 

次回は９月１３日 

※コミュニティの代表者は次回の出席者にお知らせ下さい。 
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聖母マリアの被昇天ミサ 

８月 15 日、16 時半より聖母マリア被昇天のミサが行われました。台風の余波で予想

外のにわか雨のため、聖堂内で平和への想いを込め『あめのきさき』を歌いマリア様へ

の取次ぎを願いました。 

たけ神父のお説教の中では、歴史研究家森重昭氏のことが紹介され、戦争の犠牲者は

日本人だけでなく、広島の原爆ではアメリカ兵がいたこと。遺族の悲しみは、国を越え

ても同じ、二度と核を使わない世の中を実現しなければならないことが語られました。 

～平和の祭り～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お楽しみ抽選会では子どもた

ちの元気で可愛いサポートが

ありました。 

 

子どもたち集まれ！！ 

光る“おもちゃ流し”に 

歓声が！ 

特別平和賞を手

にした新倉さん

のスピーチ 

懇親会開始！ 
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始めに三上直樹さんによる歌は、ロイド・ウェッバー作曲『Pie Jesu』。カンボジアで

の大量虐殺で亡くなった多くの子どもたちを悼んで作られた『レクイエム』の中の一

曲。【慈悲深きイエス、世の罪を取り除かれる主よ、彼らに平安を与え給え】 

次に、たけ神父が名曲『アメイジンググレイス』『オーソレミオ』を熱唱。 

お二人の清らかな歌声が夜空に響き渡り、皆祈る気持ちで聴き入りました。 

最後は、二重唱による『ガリラヤの風かおる丘』…自然と客席からの歌声も加わり平和

への思いを神様のもとへ届けました。 

 

夜空に清らかな歌声を披露 

皆で歌おう 

 

今日の教会でのひと時を深く心に刻

みながら『フレンズ』を、そして恒例

の手話を交えて『アーメンハレルヤ』

を歌いました。 

 

大人も童心に返って夜風に舞うシャボン

玉を追い、花火と共に無事“平和の祭

り”の幕を閉じました。 
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教会学校 遠足（聖心の布教姉妹会 修道院） 

                                              M.A. 

７月 19 日教会学校の遠足で、普段から教会学校でお話をして下さっている

シスターのいらっしゃる聖心の布教姉妹会の修道院へ、ミサの後、子ども５

名・大人７名で行ってまいりました。 

修道院へ到着するとシスター方が笑顔でとてもやさしく出迎えて下さり、一

瞬で緊張がほぐれ穏やかな心で過ごすひとときが始まりました。 

緑豊かなお庭での十字架の道行きや特徴的な六角形の聖堂で心を合わせたお

祈りの時間は、神様のお恵みを深く感じる豊かな時間でした。 

おやつの時間には、修道院の畑で取れた新鮮なお野菜やフルーツ、インドネ

シア出身のシスター手作りのケーキをご馳走になりました。おなかも心もいっ

ぱいに満たされた感謝あふれるひとときでした。 

温かい歓迎と祈りで私たちを迎えて下さったシスター方に心より感謝申し上

げます。 

 

 

みそのでの 1 日                        M.R. 

藤沢からバスにのって、みそののしゅうどういん(聖心の布教姉妹会本部)に行

きました。バスでは、一番前のせきにすわり、うれしかったです。しゅうどう

いんについたら、私たちは、さいしょに、大きな日本間に入りました。おいし

いおべんとうをたべました。ちなみにさけおにぎりでした。おにわにある十じ

かの道行きに行きました。木がたくさんあって、かにたくさんさされました。

シスターがかゆみどめをもってきてくださいました。そこできゅうけいしまし

た。おやつのじかんには、シスターたちたが作ってくださったココナッツのケ

ーキととれたてのトマトと

ブルーベリーと、チューペ

ットをいただきました。よ

い１日でした。 
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教会学校サマーキャンプ開催！ 

M.A. 

８月６日～８日の３日間、第５地区・雪ノ下・逗子の教会学校サマーキャン

プが清泉女学院中学高等学校ラファエラ館にて行われ、片瀬教会からは、６名

の子どもたちが参加しました。近隣教会のお友達が集まり、いつもと違う環境

で共に神さまの教えを学ぶ恵みに満ちた日々となりました。 

 

【１日目】 ～出会いとワクワクのスタート～ 

鍛冶ヶ谷教会に集合し、聖堂でみんなで心を合わせてお祈りを捧げキャンプ

がスタート！その後、「アースプラザ」へ向か

い、展示の見学やトランポリン遊びを楽しみまし

た、お昼ご飯の後は、途中、合流されたたけ神父

さまと一緒にラファエラ館へ移動、到着後の工作

の時間では、思い思いに「推しうちわ」を作り、

個性が光る作品が出来ていました。 

夜はみんなで花火を楽しみ、最後は、ろうそくを灯し、たけ神父さまと一緒

に静かにお祈りを捧げました。 

 

 

【２日目】 ～学びと絆を深めた１日～ 

午前中は、雪ノ下教会の枇杷神父さまから聖書のお話を聞き、班ごとに神父

さまから出されたフォークラリークイズに挑

戦！午後は、楽しみにしていた水鉄砲大会で大

はしゃぎ！（枇杷神父さまは子どもたちの恰好

の的に！！）その後は、夜の「出し物大会」に

向けた準備を行いました。お友達同士アイディ

アを出し合い一生懸命に励む姿が印象的でし

た。 
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【３日目】～感謝のうちに～ 

最終日は３日間の出来事を振り返って

感想文を書き、最後にミサにあずかりま

した。 

ほかの教会のお友達ともすっかり仲良

くなり、たくさんの思い出という「たか

らもの」を得ることができた感謝の３日

間となりました。 

 

 

 

                                   

 

                           I.S. 

私は今回、教会学校のキャンプに初めて参加しました。 

水鉄砲大会が一番楽しかったです。男の子と女の子で対

戦したのですが、どちらもがんばって、勝者は決まりませ

んでした。 

 夜の花火は、人生で２回目の手持ち花火を楽しみまし

た。一人５、６本もできて嬉しかったです。 

 ゲストに来てくださったたけ神父にありがとうが言いた

いです。 

 リーダーの先生方、おいしいごはんを作ってくださってありがとうございま

した。 

 

                           S.N.                                                    

私は今回４回目となる第五地区サマーキャンプに参加しま

した。今年も、たくさんの企画をリーダー方が用意してくだ

さり、２日間のみの参加でしたが、花火や水鉄砲大会、推し

うちわ作りなどたくさんの思い出ができ、とても楽しく充実

した時間を過ごせました。 一緒に参加した教会のみんな、そ

して今回このキャンプをするにあたりたくさんの準備を重ね

てくださったリーダーのみなさん、ありがとうございました。 

 

 

～参加した子どもたちからのお便り～ 
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初めての教会学校のキャンプ                       N.S. 

 今年、初めて教会学校のキャンプにさんかしました。 

 いちばん楽しかったのは、水鉄ぽう大会です。女の子のみんなで協力して、

男の先生を追いかけて水をかけたり、先生やお友達から水をかけられたりしま

した。みんなでにげたりおいかけたりして、とても楽しかったです。 

 それから、５年生のあんちゃんとなかよくなれたことも心に残っています。

いっしょにおふろに入ったり、となりでねたりして、たくさんお話をしまし

た。初めて会ったお友達となかよくなれてうれしかったです。 

いちばん心に残ったのは、花火の後のおいのりの時間です。花火が終わった

あと、その場所でろうそくをつけて、みんなでおいのりをしました。ゆっくり

大切なことをおいのりできる時間だったので、入院してい

るおじいちゃんが元気になることと、おばあちゃんがまた

家にもどれるようにおいのりしました。 

初めてのキャンプでしたが、楽しい思い出がたくさんで

きました。来年はもっとお友達を増やして、またさんかし

たいです。 

 

 

 

 

「教会のキャンプに参加して」                       M.R. 

清泉女学院に二泊三日で行きました。 

枇杷神父様としおちゃんと同じ班になり、新しいお友達も出来ました。本郷

台のアースプラザに行ってから、清泉女学院に行きました。花火や出し物があ

り、私は３びきのこぶたで藁の家のこぶたをやりました。フレンズの歌で皆で

手話をしました。 

ご飯も美味しく、リーダーの方々に感謝し

ています。皆にもまた会いたいので、来年も

参加したいです。パパも来年もリーダーとし

て参加してほしいです。たけ神父と同じ班に

なれなかったので、次は一緒にあそびたいで

す、お忙しい中、キャンプに参加してくださ

り、ありがとうございました。 
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教会キャンプ                              T.D. 

ぼくは、教会のキャンプに行ってきました。プログラムの中でいちばん楽し

かったのは、水でっぽう大会です。出しものは、かげえ、お祈り、ダンスを

“ビリーブ”というきょくにあわせてやりました。お祈りは、読むのより、考

えるのが大へんでした。 

 そして、平和をねがう出しものができて、うれしかったです。はじめてでし

たが、とてもたのしかったです。ありがとうございました。 

 

M.R.  

初めてのキャンプで、とってもきんちょうしながら、参加しました。一番幸

せだったことは、美味しいご飯です。いつもお店ではご飯を残してしまう事が

多いのですが、リーダの作ってくださったご飯がとても美味しかったので、何

回もお代わりをしました。 

出し物では、本能寺の変のダンスを班のみんなとおどりました。かわいいと

言ってくださり、うれしかったです。パパは２日目に、帰ってしまい、さみし

くて泣いてしまいました。途中で帰りたくなったと

きも、リーダーの方々が支えて下さったり、赤ちゃ

んの時から知っている Nちゃんや、大船教会の Kち

ゃんが優しくしてくださったので、さいごまで過ご

す事が出来ました。来年は１年生になる弟も一緒に

参加したいです。みなさまありがとうございまし

た。 

 

２０２６年度 平和のための合同祈禱会 

T.A. 

８月８日(土)日本基督教団 藤沢教会で同教会牧師の黒田 直人牧師司式で「平

和のための合同祈祷会」が執り行われました。 

13の団体より 71名の参加があり、片瀬教会からは４名の参加がありました。

暑い中、多くの人が集まり、平和のためにお祈りをいたしました。 

今回の合同祈祷会は、日本聖公会の藤沢聖マルコ教会 姜 暁俊 (かん あきと

し）司祭によって、マタイによる福音（第５章・43~48節）について、お説教が

行われ、テーマは「赦される敵である私たち」についてでした。 



13 
 

上記マタイによる福音の箇所を読んでいただけるとわかるのですが、「敵を

愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい」と冒頭に書かれています。 

「自分を迫害する者」を受け入れたり、許したり、お祈りするのは誰でも難

しいことですよね。私も「言っている事は理解できるが、なんて難しいことを

言うのだろう」と思いました。敵を愛することは、とても難しく、実践出来る

ことのほうが少なく、まだまだ修業が足りない、愛が足りないと落ち込むこと

のほうが多いです。 

しかし、姜司祭のお説教は、以下のような内容でした。 

「無意識に自分たちは迫害を受けるほうであり、敵を受け入れる、敵を赦す

立場であると考えています。しかし、キリスト教自体、ずっと赦されるほうの

立場であり、迫害をして来た立場でした。多くの人を傷つけ、平和を破壊して

来ました。そして、現在進行中のイスラエルのパレスチナ問題ですが、イスラ

エルを支持している大きな勢力の一つがキリスト教の福音派の人々です。キリ

スト者が平和を破壊していることを顧みることなく、平和を祈るのは少し問題

だと思います。キリスト者は、平和を破壊した罪を意識し、歴史的にも赦され

て来たことを意識することが大切である。」 

自分は、赦す立場であると考えてしまっていました。しかし、神様からだけ

ではなく、多くの隣人から赦されている立場であることを意識して日々の生活

することは、新しい感覚であり、「自分を迫害する者」に対しても少し寛容に

なれる気がします。 

そして、姜司祭の話を聴きながら、自分が神様からも隣人から赦されている

ことを知っている人が、宮内神父がお話されていた「平和を作れる人」なんだ

ろうなぁと思いつつ、新しい気づきをいただいた合同祈祷会となりました。 

次回、来年の１月に行われるキリスト者一致の合同祈祷会は、片瀬教会で実

施する予定ですので、多くの参加をお待ちしております。 
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様々な理由で教会にいらっしゃれない方をご存知ありませんか 

―司祭が訪問させていただきます― 

以前は教会に来ていたけれども、様々な事情で今は来ることが難しくなってしまった

という方が、片瀬教会にもいらっしゃるのではないでしょうか。そのような方々も片瀬

教会の大切な一員ですから、教会とのつながりが無くなってしまわないように、できる

ことをしていきたいと思っております。 

一つの可能性として、希望される方を司祭が訪問することができます。その際、聖体

拝領や病者の塗油の秘跡、またゆるしの秘跡を行うことも可能です。 

もし皆様のご家族やお知り合いで、教会に来ることが難しい方がいらっしゃいました

ら、私までお知らせいただけるとありがたいです。直接私にお伝えくださっても良いで

すし、司祭館にお手紙をくださっても結構です。お電話でも承りますが、不在にしてい

ることが多いので、必ず留守番電話にメッセージを残してください。メッセージを残し

てくださった方には、司祭から折り返しお電話させていただきます。 

教会にいらっしゃれない方を訪問することは、司祭の大切な務めの一つですから、ど

うぞご遠慮なくお申し出ください。（カトリック片瀬教会 主任司祭 宮内 毅 神父） 

ブランチ神父様からの手紙 

片瀬教会のみなさん、 

 私が片瀬教会を発ってから早くも一か月以上が経っていますが、その前の

復活祭からの二か月は、いつまでも私の記憶に残ります。私がアイルランド

へ帰るというニュースが広まってから、みなさんの反応にビックリしまし

た。５、６月の日曜日のミサに来られて、そのミサの後に私に挨拶に集まっ

た大勢の方々、出発の日に教会に、また羽田に、見送りに来られたみなさん

を通して、感謝の心が大いに伝わったし、みなさんの愛を強く感じました。 

 片瀬教会だけではなく、茅ヶ崎、平塚、厚木、藤沢、鍛冶ヶ谷の教会のみ

なさんにも、充分に感謝を表わせない。これからの引退生活の間、みなさん

のために、神様の豊かな恵みがいつもありますように、心をこめて祈り続け

ます。 

 河野神父様をはじめ、第五地区の司祭のみなさまに感謝します。みなさま

の司牧の下に、第五地区がよりよく成長しますように祈ります。 

                 祈りとともに 

                 P.ブランチ 

2026.７.31 ダルガン・パークにて 
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2026 年 9 月  

☆教皇の意向：水資源への配慮 

  重要な水資源が適切かつ持続可能に管理されて、すべての人が公平にその

恩恵にあずかることができますように。 

☆日本の教会の意向：難民移住移動者 

  難民、移住者、移動者のために祈ります。彼らが地球上のどこにいても、

神に愛された者として、基本的人権や人間の尊厳が守られますように。                  
(祈りのしおり「きょうをささげる」より) 

 

☆典礼と行事・活動予定 

 

典礼 ミサ時間 行事・活動予定

9/1 火
※すべてのいのちを守るための月間
(～10月4日）

火曜講座　10:00

9/2 水 聖書と典礼を読む会（たけ神父出席）10:00

9/3 木

9/4 金

9/5 土

9/6 日
年間第23主日
※被造物を大切にする世界祈願日

8:00 10:00

9/7 月

9/8 火

9/9 水 聖書と典礼を読む会（信徒のみ）10:00

9/10 木

9/11 金 9:30 ミサ後、金曜講座

9/12 土

9/13 日 年間第24主日 8:00 10:00 10月度教会委員会

9/14 月 ☩十字架称賛 祝

9/15 火 火曜講座　10:00

9/16 水 聖書と典礼を読む会（たけ神父出席）10:00

9/17 木

9/18 金

9/19 土

9/20 日
年間第25主日
※祖父母と高齢者のための世界祈願日

8:00 10:00  敬老のお祝い（ミサ後信徒会館にて）

9/21 月

9/22 火

9/23 水 聖書と典礼を読む会（信徒のみ）10:00

9/24 木

9/25 金 9:30 ミサ後、金曜講座　10:00

9/26 土 中高大青会:横浜教区青少年委員会企画＠片瀬教会

9/27 日
年間第26主日
※世界難民移住移動者の日(献金)

8:00 10:00
Sr.大橋のお話会　11:30～11:45＠司祭館応接間
『今なら聞きたい教会史』12:00～＠信徒会館1階

9/28 月 9:30

9/29 火
※聖ミカエル・聖ガブリエル・聖ラ
ファエル大天使　祝

9/30 水 聖書と典礼を読む会（信徒のみ）10:00

日付・曜日
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◆お知らせ◆ 

○９月より各講座が再開されます。内容、場所は下記の通りです。日程は活動

予定表を参照してください。新規の参加者も大歓迎です。 

火曜講座：「ルカによる福音書」の講読(司祭館２階) 

水曜講座：ミサ時のリーフレット「聖書と典礼」を講読(信徒会館１階) 

金曜講座：「コリントの信徒への手紙Ⅱ」の第４章から講読(信徒会館１階) 

 

○10 月６日(火)19 時より、カトリック藤沢教会にて「テゼの祈り」が開催され

ます。教派を超えたキリスト者の集まりで、共に祈り、歌い、黙想をします。

ぜひ皆様ご参加ください。 
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